
広　報
2005.9 Vol.12

9
「愛・なん」でも語ろう会

  躍動した夏祭り（後編）



7・8月の町長の動き
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★今月の表紙の写真★

　7月は、「愛・なん」でも語ろう会と題して(25・26日)、町内の青年・女性、計36名が
参加して、町4役と総務課長との直接対話形式による座談会を行いました。この他、第
1回愛南サッカーフェスティバル(小学校の部23・24日、中学校の部30・31日)が開催さ
れ、県内外から多くのチームに参加いただきました。
　8月は、愛なんブランド推進に向けた具体的な取り組みとして、「愛南町の農業を考
える会」(4日)、「マーケティング研修会」(11日)が行われました。また、認定農業者を
対象に「法人化研修会・相談会」(5日)が行われ、愛なんの優れた産品づくりへ向けて
のスタートが切られました。この他、全国地方拠点都市地域整備推進協議会(3日、東
京都)、南宇和高校100周年記念事業期成会総会(6日)、愛媛県戦没者追悼式(15日)に
出席しました。そして、各地域で盛大に行われた夏まつりや盆踊り行事等にも積極的
に参加しました。
　なお、今月号から11月号まで、表紙のタイトル「あいなん」と帯の色を、秋の紅葉を
イメージした朱色に変更させていただきます。

「7/21愛媛県中学校総合体育大会、8/5四国中学校総

合体育大会」剣道男子個人の部において見事優勝を

飾り、8/18三重県営サンアリーナで開催された「第

35回全国中学校剣道大会」で全国のベスト8に入賞し

た山口勇
ゆう

気
き

くん(篠山中3年)

8/1　城辺夏まつりにて

8/9　町内中学校の生徒会交流会(町内小学校の児童会も参加)が行われ、城辺中学校から山出憩いの里

温泉までの約9kmを2時間かけて完歩した参加者の皆さんを撮影さていただきました。その後、そう

めん流しなどで交流を深め、川遊びなど楽しく過ごしたそうです。
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特集
1「

愛
・
な
ん
」で
も

語
ろ
う
会

開
催

　

広
報
広
聴
室
で
は
、
現
在
、
新
た
な
愛

南
町
の
歩
み
へ
の
息
吹
や
勢
い
を
、
住
民

の
皆
様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

「
町
勢
要
覧
あ
い
な
ん
四
季
彩
り
物
語
」

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
て
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
参
考
に
し
、
対
応
で
き
る
も
の
は
素
早

く
町
政
に
反
映
し
て
い
く
と
い
う
谷
口
町

長
の
方
針
の
下
、
『
「
愛
・
な
ん
」
で
も

語
ろ
う
会
』
を
サ
ン
パ
ー
ル
で
、
青
年

編
・
女
性
編
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
座
談
会
は
、
町
内
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
方
々
に
、
町
政
に
つ
い
て
谷

口
町
長
と
直
接
対
話
の
形
で
な
ん
で
も
自

由
に
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
様
子

を
紙
面
に
も
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
こ

う
と
行
っ
た
も
の
で
す
。
主
な
内
容
に
つ

い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

7/25  青年編開催

7/26  女性編開催
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「愛・なん」でも語ろう会
（青年編）参加者の方々

番号 氏　　名 住　所

1 兵　頭　堅
けん

　次
じ

須 ノ 川

2 松　本　賢
けん

　一
いち

柏　　崎

3 樫　田　善
よし

　秀
ひで

柏

4 寺　岡　秀
ひで

　幸
ゆき

柏

5 尾　﨑　熊
くま

　一
いち

御荘菊川

6 岡　田　誠
せい

　志
し

御荘平城

7 西　村　弘
ひろ

　昭
あき

御荘平山

8 小野山　高
たか

　広
ひろ

御荘平山

9 渡　邊　真
ま

佐
さ

留
る

城 辺 甲

10 岡　田　正
まさ

　寿
ひさ

城 辺 甲

11 安　岡　高
たか

　身
み

蓮 乗 寺

12 松　田　昌
しょう

　治
じ

緑　　乙

13 岩　村　　　斉
ひとし

一 本 松

14 玉　田　直
なお

　人
と

一 本 松

15 池　田　一
かず

　成
なり

広　　見

16 吉　田　雅
まさ

　之
ゆき

外　　泊

17 竹　田　勝
かつ

　仁
ひと

久　　家

　

17
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
青
年
編
で
は
、
町
内
に
点
在

す
る
歴
史
遺
産
の
利
活
用
、
新
庁
舎
お
よ
び
支
所
施
設
の
維

持
・
新
設
問
題
、
海
の
ゴ
ミ
問
題
や
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
の

P
R
方
法
、
畜
産
の
補
助
制
度
の
存
続
、
延
長
保
育
の
実

施
、
若
者
の
定
住
促
進
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
19
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
女
性
編
で
は
、
雇
用

の
場
の
確
保
や
成
人
式
で
の
写
真
の
撮
影
方
法
、
小
さ
な
子

ど
も
を
持
つ
親
の
雇
用
問
題
、
就
学
前
ま
で
の
医
療
費
等
の

助
成
、
通
学
路
と
な
る
広
域
農
道
へ
の
街
灯
設
置(

一
本
松

地
域)

、
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
進
捗
状
況
と
加
工
施
設
の
設

置
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、
図
書
室
の
利
用
時
間
の

延
長
、
延
長
保
育
の
実
施
等
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
つ
の
座
談
会
で
は
、
初
め
は
馴
れ
な
い
雰
囲
気
で
参
加

者
も
緊
張
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
話
が
進
む
に
つ
れ
て
、

単
に
要
望
事
項
ば
か
り
で
は
な
く
、
住
民
と
行
政
が
互
い
に
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「愛・なん」でも語ろう会
（女性編）参加者の方々

番号 氏　　名 住　所

1 河　野　照
てる

　美
み

須 ノ 川

2 大　坪　久
く

　美
み

柏

3 中　田　元
もと

　子
こ

須 ノ 川

4 小　林　聡
さと

　子
こ

御荘平城

5 稲　田　尚
しょう

　子
こ

御荘平城

6 小野山　かをり 御荘平山

7 平　尾　福
ふく

　美
み

御荘平城

8 桑　村　友
ゆ

美
み

子
こ

城 辺 甲

9 二　神　栄
えい

　子
こ

深　　浦

10 山　本　洋
よう

　子
こ

久　　良

11 豊　久　由
ゆ

　佳
か

緑　　乙

12 毛　利　陽
よう

　子
こ

城 辺 甲

13 宇都宮　真
ま

　樹
き

城 辺 甲

14 前　田　美
み

　樹
き

城 辺 甲

15 山　口　真
ま

理
り

子
こ

広　　見

16 和　泉　　　綾
あや

広　　見

17 吉　田　こづえ 船　　越

18 吉　田　弥
み

　法
ほ

船　　越

19 吉　田　千
ち

代
よ

美
み

中　　泊

協
力
し
あ
う
こ
と
が
重
要
だ
な
ど
と
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
は
将
来
的
な
展
望
、
女
性
は

身
近
な
生
活
問
題
な
ど
の
話
題
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
意
義

あ
る
座
談
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
谷
口
町
長
は
「
今
後

と
も
各
界
各
層
の
意
見
を
参
考
に
す
る
こ
と
を
基
本
に
、
町

政
に
対
し
て
の
素
直
な
意
見
を
言
え
る
場
を
積
極
的
に
創

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
魅
力
あ
る
愛
南
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
行
政
を
進
め
る
上
で

も
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
、
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
座
談
会
を
振
り
返
っ
て
、
行
政
と
住
民
と
が
自
由

な
意
見
交
換
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
踏
ま
え
て
、

町
全
体
の
一
体
感
を
醸
成
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
今

後
「
愛
」
の
あ
ふ
れ
る
町
を
め
ざ
し
、
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
の

魅
力
づ
く
り
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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躍 動 し た 夏 祭 り 後編

西海海中公園祭り
8/16

御荘夏祭り
8/20・21

　そして、夏祭りといえば花火大会。今年初めて「海中公園まつり」の花火を見て、海に写る七色の花火の
幻想的な美しさに感動しました。多くの人々は、花火の一瞬の輝き、鮮やかさに魅せられ、明日への活力を
感じるのではないでしょうか。
 最後に、各地域の夏祭りに参加して、「ゴミの始末」の悪さが目につきました。今後も、このようなイベ
ントを開催していくためにも、主催者・参加者がお互いにゴミの始末等、思いやりの気持ちを持って、夏祭
りを盛り上げてほしいと願っています。
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特集
2 躍 動 し た 夏 祭 り

　町内各地域恒例の夏祭りが行われ、保育園児や児童・生徒も参加し、鼓笛隊パレード、郡内小学生相撲
大会、南宇和高校吹奏楽部の演奏がありました。また、内海、御荘、西海地域では豪華商品が当たる抽選
会や菊田朱

あ け

美
み

コンサート（城辺地域）、プロの太鼓士澤田剛
た か

年
と し

&TOMOによる演奏会（西海地域）、今年
初めて開催された浴衣美人コンテストや「うたいびと・はね」「ザ・ベイビースターズ」「川野夏

な つ

美
み

コン
サート」津島の太鼓集団「雅

みやび

」の演奏（御荘地域）などの催しが行われ、一本松地域の輪ぬけ祭りを皮切
りに、約1ヵ月、愛南町の夏は多くの色鮮やかな浴衣姿の人で賑わいました。

城辺夏祭り
8/1

うちうみ夏祭り
8/10
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前列が町広報編集委員、後列が旧伊予市女性編集
スタッフ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
６
月
に
産
声
を

上
げ
た
広
報
編
集
委
員
会

も
、
特
集
テ
ー
マ
の
選
定

や
今
後
の
活
動
方
法
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
そ
の
選
定
方

法
を
学
ぼ
う
と
、
旧
伊
予

市
の
広
報
「
い
よ
し
」
で
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

を
さ
れ
て
い
た
女
性
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

を
、
４
名
の
広
報
編
集
委
員
の
方
と
と
も
に

訪
ね
ま
し
た
。
女
性
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
、

一
般
３
名
、
職
員
３
名
で
構
成
さ
れ
、
平
成

12
年
５
月
か
ら
平
成
17
年
３
月
ま
で
、
３
ヵ

月
に
１
回
、
計
18
回
に
お

よ
ぶ
特
集
を
企
画
。
そ
の

間
、
身
軽
な
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
、
斬
新
な
ア
イ
デ
ア

で
、「
食
べ
る
、
銭
湯
、
伊

予
郡
散
歩
道
、
ご
み
ゼ
ロ

作
戦
」
な
ど
の
特
集
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
視
察

研
修
で
は
、
そ
の
思
い
出
に

残
る
特
集
の
裏
話
な
ど
の
体

験
談
を
楽
し
く
伺
う
こ
と
が

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
！

広
報
編
集
委
員
、
旧
伊
予
市

女
性
編
集
ス
タ
ッ
フ
と
交
流
！

で
き
ま
し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
広
報
編
集
委
員
の
山
口

真
理
子
さ
ん
か
ら
『
女
性
ば
か
り
の
編
集
委

員
だ
け
あ
っ
て
、
生
活
に
密
着
し
た
内
容
の

記
事
が
多
く
、
と
て
も
読
み
や
す
く
素
敵
な

内
容
で
し
た
。
広
報
「
い
よ
し
」
を
参
考

に
、
さ
ら
に
親
し
め
る
広
報
紙
作
り
を
め
ざ

し
、
５
名
の
編
集
委
員
の
力
を
結
集
し
て
い

き
た
い
』
と
、
今
後
の
抱
負
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
編
集
委
員
さ
ん
も
、
女

性
編
集
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
素
敵
な
笑
顔
と

や
り
遂
げ
た
充
実
感
に
満
ち
た
楽
し
そ
う
な

体
験
談
に
触
れ
、
自
然
体
で
飾
ら
ず
、
自
分

な
り
の
視
点
で
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
り
、
み
ん

な
の
ア
イ
デ
ア
を
話
し
あ
い
な
が
ら
、
一
つ

の
特
集
記
事
を
創
る
楽
し
さ
を
学
ぶ
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

第
４
回
町
議
会
臨
時
会

　

城
辺
社
会
福
祉
会
館
で
、
町
側
は
、
農
林

課
、
商
工
観
光
課
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、

農
業
委
員
会
、
担
い
手
側
は
、
認
定
農
業

者
、
青
年
農
業
者
、
生
活
研
究
協
議
会
、

愛
・
レ
デ
ィ
ー
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
計
30
名

（
以
上
各
団
体
が
「
愛
南
町
担
い
手
協
議

会
」
を
結
成
し
て
い
ま
す
）
が
参
加
し
て
、

「
愛
南
町
の
農
業
を
語
る
会
」
と
題
し
た
座

談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
愛
な

ん
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
向
け
た
加
工
施
設
の

整
備
等
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
生
産
者
と
行

政
な
ど
の
各
機
関
が
連
携
し
あ
っ
て
、
一
次

産
業
の
振
興
を
め
ざ
す
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

７
/
19

新
た
な
ス
タ
ー
ト
！

愛
南
町
の
農
業
を
語
ろ
う
！

８
/
４

　

平
成
17
年
第
４
回
町
議
会
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
谷
口
町
長
が
『
水
産
業
や
農
業
の

振
興
を
地
域
再
生
の
柱
と
す
る
「
地
域
再
生

計
画
」
が
認
め
ら
れ
、
７
月
19
日
に
内
閣
総

理
大
臣
よ
り
認
定
書
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し

た
。
合
わ
せ
て
「
地
域
提
案
型
雇
用
創
造
促

進
事
業
」
の
採
択
も
受
け
、
両
事
業
を
柱
と

す
る
第
一
次
産
業
に
お
け
る
「
愛
な
ん
ブ
ラ

ン
ド
」
創
出
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
雇
用
創
造
促
進

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
の
委
託
事
業
で

３
年
間
の
継
続
事
業
と
な
り
ま
す
』
と
、
あ

い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
８

月
よ
り
就
職
相
談
員
と
事
業
推
進
員
を
社
会

福
祉
会
館
の
２
階
に
配
置
し
、
相
談
や
技
能

講
座
な
ど
実
践
的
な
取
り
組
み
と
し
て
の
雇

用
促
進
の
現
状
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

市
町
村
合
併
に
伴
う
専
決
処
分
の
承
認
が
４

議
案
・
土
地
改
良
事
業
・
弓
張
地
区
の
実
施

議
案
・
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約
議
案

そ
の
他
工
事
請
負
契
約
の
締
結
が
４
議
案
の

合
計
10
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

７
/
29
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番号 氏　　名 住　　所

1 上　田　吉
きつ

　生
お

柏

2 藤　井　吟
ぎんいちろう

一郎 須 ノ 川

3 尾　上　武
たけ

　司
し

御荘菊川

4   竹　中 寛
ひろし

御荘平城

5 宮　平　長
ちょういちろう

一郎 御荘和口

6 大　峰　久
ひさ

　人
と

御荘長月

7 尾　﨑　貞
さだ

　男
お

御荘平城

8 佐々木　吉
きちじろう

二郎 御荘平城

9 川　田　敏
とし

　彦
ひこ

緑　　丙

10 増　﨑　淳
じゅん

　子
こ

緑　　乙

11 西　本　政
まさ

　夫
お

緑　　乙

12   稲　垣 稔
みのる

城 辺 甲

13 中　川　順
じゅん

　治
じ

城 辺 甲

14   西　口 孝
たかし

中　　川

15 田　中　嘉
よし

　則
のり

広　　見

16 埜々下　正
まさ

　一
いち

小　　山

17   田　村 元
はじめ

正　　木

18 松　本　宜
よし

　喜
き

上 大 道

19 平　田　重
しげ

　吉
よし

小　　浦

20 吉　田　泰
ひろ

　康
やす

中　　泊

21 赤　松　厚
あつ

　志
し

広　　見

22 畑　田　藤
とうしろう

志郎 城 辺 甲

23 尾　﨑　春
はる

　夫
お

御荘平城

24 増　元　久
ひさ

　男
お

柏　　崎

25 太　田　憲
のり

　男
お

増　　田

26   武　田 巡
めぐる

増　　田

27   谷　口 功
いさお

緑　　乙

役場からのお知らせ

農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
御
荘

文
化
セ
ン
タ
ー
で

認
定
農
業
者
な
ど

20
人
が
参
加
し

て
、
農
業
経
営
の

法
人
化
の
メ
リ
ッ

ト
や
手
続
き
等
に

つ
い
て
、（
株
）ア

グ
リ
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
黒く

ろ
し
ま島
広こ
う

二じ

先
生
を
は
じ
め
３
名
の
講
師
を

招
き
、
「
法
人
化
研
修
会
・
相
談
会
」
を
開

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
！

儲
か
る
農
業
を
し
ま
せ
ん
か
！

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

愛
南
町
地
震
津
波

避
難
訓
練
実
施

の
お
知
ら
せ

８
/
５

　愛南町農業委員会委員統一選挙があり、新し

い農業委員さんが次のとおり決まりましたので

お知らせいたします。

任期：平成17年7月20日～平成20年7月19日

 お知らせします！

農業委員さんが決まりました
7/5

9
/
10

ま
さ
か
の
地
震
・
津
波
に
備
え
る
た

め
、
９
月
10
日（
土
）
午
前
９
時
30
分
、
高

知
県
沖
を
震
源
と
す
る
Ｍ
8.4
、
最
大
震
度

は
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
、
福
浦
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
福

浦
埋
立
地
他
）
に
災
害
対
策
本
部
の
設

置
・
住
民
に
対
し
て
避
難
勧
告
及
び
避
難

指
示
、
負
傷
者
等
の
救
出
訓
練
を
地
域
住

民
や
消
防
団
、
愛
媛
県
、
陸
上
自
衛
隊
第

２
混
成
団
特
科
大
隊
の
協
力
で
行
い
ま

す
。
当
日
は
、
愛
媛
県
や
自
衛
隊
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓
練
な
ど
、
非
常

時
に
備
え
た
真
剣
な
訓
練
が
行
わ
れ
ま

す
。（
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
し
ま
す
。）

（
背
景
写
真
は
、
訓
練
会
場
と
な
る
福
浦

小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

催
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
公
認
会
計
士

の
森
本
新
一
先
生
は
、
「
法
人
化
は
、
経
営

規
模
の
拡
大
を
め
ざ
す
な
ら
、
有
利
な
方
法

の
一
つ
と
い
え
る
」
と
話
さ
れ
、
参
加
者

も
、
産
品
の
信
頼
度
（
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ

プ
）
に
向
け
、
経
営
と
い
う
視
点
を
意
識
す

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
会
館
で
、
漁
協
、
商
工
会
、
え
ひ

め
南
農
協
、
行
政
関
係
者
、
計
40
名
が
、
「
愛

南
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
へ
の
問
題
提
起
」
と
題
し

た
鏡か

が

み味
正ま
さ
あ
き明
先
生
（
株
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ア

ン
サ
ー
ズ
代
表
取
締
役
）
に
よ
る
マ
ー
ケ

新
た
な
ス
タ
ー
ト
！

愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
に
向
け
て
！

8
/
11

テ
ィ
ン
グ
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
『
ブ
ラ
ン
ド
力
は
人
を
集
客

し
、
経
済
を
活
性
化
す
る
た
め
の
道
具
。
業

積
が
上
が
る
と
ブ
ラ
ン

ド
力
も
高
ま
る
が
、
そ

の
反
対
で
業
績
が
下
が

る
と
ブ
ラ
ン
ド
に
陰
り

が
で
る
。
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
を
維
持
す
る

た
め
の
持
続
的
な
努
力

が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
そ
の
た
め
に
、
「
ど
こ
の
市
場
の
、
ど

の
消
費
者
に
、
ど
ん
な
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
く
の
か
」
な
ど
、
達
成
し
た
い
目
標
を

定
め
、
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
相
応
し
い

産
品
の
基
準
づ
く
り
を
行
い
「
創
る
・
伝
え

る
・
売
る
・
守
る
」
と
い
う
四
つ
の
手
法
で
、

消
費
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
産
品
の
愛
南
物

語
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
食

の
市
場
は
、
常
に
新
し
い
安
全
・
安
心
な
物

を
求
め
て
お
り
、
そ
ん
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
や

愛
南
町
の
現
状
（
認
知
度
な
ど
）
を
把
握

し
、
魅
力
あ
る
愛
な
ん
ブ
ラ
ン
ド
の
創
造
を

め
ざ
し
て
ほ
し
い
』
と
、
今
後
に
夢
や
希
望

が
持
て
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
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国勢調査
平成１７年１０月１日㈯
９月下旬から国勢調査員がおうかがいいたします。

2005

あなたの
調査票に

は

日本の大切な未
来が

つまっています。

役場からのお知らせ

ゆらり内海　運営委員

氏　　名 役　　　職

本　多　七
なな

　雄
お

町 助 役

増　元　久
ひさ

　男
お

町 議 会 議 員

宮　下　一
いち

　郎
ろう

町 議 会 議 員

藤　井　吟
ぎんいちろう

一郎 公 募

大　石　博
ひろ

　美
み

公 募

前　田　和
かず

　明
あき

地 鶏 部 会 代 表

織　田　若
わか

　一
いち

ヒ オ ウ ギ 部 会 代 表

織　田　文
ふみ

　子
こ

漁 師 市 代 表

宮　部　
れい

　子
こ

　

大　森　壽
ひさ

　人
と

　

山出憩いの里温泉　運営委員

氏　　名 役　　　職

二　宮　敬
けい

　典
すけ

町 議 会 議 員

篠　田　和
かず

　洋
ひろ

公 募

林　　　晃
こう

　治
じ

山 出 行 政 協 力 員

松　岡　久
ひさ

　男
お

魚 食 研 究 会 会 長

  西　川　　　久
ひさし

城 辺 町 商 工 会 事 務 局 長

川
かわ

　田
た

　敏
とし

　彦
ひこ

山 出 青 壮 年 ク ラ ブ 会 長

大　森　德
のり

　幸
ゆき

山 出 老 人 ク ラ ブ 会 長

赤　松　サトミ 公 募

本　多　七
なな

　雄
お

町 助 役

岡　本　美
み え こ

惠子

宇和海ふれあいセンター　運営委員

氏　　　名 役　　　職

  稲　田　　　豊
ゆたか

Ｇ Ｆ み し ょ う 代 表

清　水　陽
よう

　三
ぞう

町 担 い 手 協 議 会 会 長

菊　池　美
み さ こ

佐子 公 募

吉　村　紀
のり

　子
こ

夢 く ら ぶ 代 表

齋　藤　武
たけ

　俊
とし

町 議 会 副 議 長

菊　池　初
はつ

　美
み

愛 南 農 業 指 導 班 班 長

湯　浅　良
よし

　男
お

御 荘 町 商 工 会 事 務 局 長

西　平　六
ろく

　郎
ろう

南 宇 和 観 光 協 会 会 長

濱　本　惠
けい

　子
こ

生 活 研 究 協 議 会 会 長

大
だい

　黒
こく

　富
ふ

　与
きよ

公 募

一本松温泉あけぼの荘　運営委員

氏　　　名 役　　　職

篠　田　美
よし

　登
のり

町 議 会 議 員

  増　田　　　薫
かおる

一 本 松 町 商 工 会 会 長

民　家　史
し

　郎
ろう

区 長 会 長

中　谷　美
よし

　雄
お

社 会 教 育 委 員

橋　本　カズミ 民 生 児 童 委 員

  武　田　　　巡
めぐる

農 業 委 員 会 委 員

岩　村　一
かず

　男
お

一本松壮年グループ副会長

森　岡　眞
ま ゆ み

由美 婦 人 会 長

  岩　村　　　斉
ひとし

公 募

  所　谷　　　勇
いさむ

公 募

旅客船事業　運営委員

氏　　名 役　　　職

  福　田　　　久
ひさし

西 海 町 商 工 会 長

吉　田　弥
やよ

　生
い

西 海 町 商 工 会 婦 人 部 長

吉　田　貢
こう

　造
ぞう

西 海 町 漁 協 組 合 長

吉　田　基
もと

　正
まさ

西 海 民 宿 組 合 長

山　下　常
つね

　臣
とみ

公 募

濵　田　三
さぶ

　郎
ろう

公 募

濱　田　博
ひろ

　文
ふみ

町 議 会 議 員

濱　本　元
もと

　通
みち

町 議 会 議 員

吉　田　秀
ひで

　夫
お

中 泊 行 政 協 力 員

楠　葉　めり子
こ

外 泊 婦 人 会 長

　広報５月号で公募をしておりました、愛南町温泉事業等運営委員会、旅客船事業運営委員会の委員が下記

のとおり決まりましたのでお知らせいたします。この委員会は、町内観光施設の円滑な運営及び利用の促進

を図るため必要な事項を審議します。なお、委員の任期は、平成19年3月31日までです。

　10月１日、
国勢調査を全
国いっせいに
行います。国
勢調査は、日
本に住んでい
るすべての人
を対象とした

大規模な統計調査です。調査する項目は、男女
の別、出生の年月、就業状態、通勤・通学地、
住居の種類などです。調査内容が、他にもれた
り、統計以外の目的に使われることは絶対にあ
りません。未来のために、10月１日のあなたを
記入してください。皆さんのご協力をお願いし
ます。
●問合せ　企画財政課政策推進室（内線322）
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町
道
太
郎
谷
線

至
愛
南
町
役
場
→

工事中仮駐車場工事中仮駐車場

N

←至深浦港

←
至
御
荘

国
道
５６
号
線

至
一
本
松
→

平成１７年度工事区間平成１７年度工事区間

連乗寺川

城辺商店街

城辺町
商工会館
城辺町
商工会館

猿田団地

役場からのお知らせ

　

現
在
、
空
室
と
な
っ
て
お
り
ま
す
町
営
住

宅
に
つ
い
て
、
入
居
者
の
募
集
を
い
た
し
ま

す
。
入
居
を
ご
希
望
の
方
は
、
関
係
書
類
を

添
え
て
下
記
に
よ
り
お
申
込
み
下
さ
い
。

１　

住
宅
（
空
家
）
の
概
要

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

町
営
住
宅
の

入
居
者
募
集
に
つ
い
て

　

一
般
県
道
網
代
鳥
越
線
船
越
橋
は
、
架
設

さ
れ
40
年
以
上
が
経
過
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
橋
の
強
度
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
老
朽

化
に
よ
る
耐
荷
力
不
足
が
判
明
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
で
は
、
車
輌
の
安
全
通
行
を
図
る
た

め
、
10
月
１
日
か
ら
17
ｔ
の
通
行
制
限
を
実

施
し
ま
す
。
な
お
、
新
橋
建
設
を
計
画
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
課
か
ら
！
①

県
道
網
代
鳥
越
線
船
越
橋
の

通
行
制
限
に
つ
い
て

　

本
線
は
、
国
道
56
号
か
ら
城

辺
市
街
地
を
結
ぶ
ア
ク
セ
ス
道

と
し
て
平
成
15
年
９
月
か
ら
平

成
18
年
３
月
の
予
定
で
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、
残

区
間
、
98
ｍ
の
工
事
（
図
面
、

赤
の
着
色
部
）
と
国
道
取
合
せ

部
の
工
事
を
平
成
17
年
10
月
か

ら
18
年
３
月
の
予
定
で
行
い
ま

す
。工

事
が
始
ま
り
ま
す
と
、
歩

建
設
課
か
ら
！
②

町
道
太
郎
谷
線
道
路

改
良
工
事

（

市
街
地
部
分
）へ
の

ご
協
力
に
つ
い
て

行
者
を
除
く
全
面
通
行
止
の
交
通
規
制
等
を

行
う
と
と
も
に
、
現
在
、
城
辺
町
商
工
会
管

理
の
お
客
様
駐
車
場
が
廃
止
と
な
る
な
ど
、

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
中
の
代
替
駐
車
場
に
つ
い
て

は
、
旧
城
辺
保
育
所
跡
地
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
今
後
の
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

設
置
場
所
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
決
定
に
な
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
い
た
し

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
本
庁

建
設
課
℡
７
２
―

１
２
１
１
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

２　

申
込
み
受
付
期
間

９
月
５
日（
月
）〜
９
月
16
日（
金
）

受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
（
土
・
日
は
除
き
ま
す
。）

３　

入
居
者
資
格

（
次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⑴
町
内
に
居
住
し
て
い
る
方
、
及
び
居
住

を
希
望
し
て
い
る
方
で
、
住
宅
に
お
困

り
の
方
。

⑵
市
町
村
税

を
滞
納
し

て
い
な
い

方
。

⑶
特
定
公
共

賃
貸
住
宅

に
つ
い
て

は
、
現
に

同
居
し
、

又
は
同
居

し
よ
う
と

す
る
親
族

（
婚
約
者
を
含
む
。
但
し
婚
約
者
は
入

居
後
３
ヵ
月
以
内
に
婚
姻
す
る
こ
と
）

が
い
る
方
。

※
尚
、
収
入
に
よ
り
各
住
宅
の
入
居
資
格

に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

４　

申
込
み
方
法
等

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
庁
財
産
管

理
課
住
宅
係　

℡
７
２
―

１
２
１
１
（
内
線

２
２
３
、
２
２
４
）
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

住宅名（区分） 住宅所在地 構造 空部屋の概要

月別家賃 敷金 共益費 その他特記事項

家串団地
（公営住宅）

愛南町家串1154番地
コンクリート
ブロック造2階建
（築27年）

1棟1号、1棟2号 
3DK 61.3㎡

11,200円～18,500円 家賃の3ヵ月分 無

魚神山団地
（公営住宅）

愛南町魚神山264番地
コンクリート
ブロック造2階建
（築27年）

1号、2号 
3DK 61.3㎡

11,200円～18,500円 家賃の3ヵ月分 無

猿田団地
（特定公共賃貸住宅）

愛南町城辺甲3851番地1
鉄筋3階建
（築10年）

106号 
3DK 73.98㎡

53,000円 家賃の3ヵ月分 有
電化住宅
駐車場使用料別

※入居の際には、連帯保証人が2名必要になります。
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役場からのお知らせ

主　
　

催

　

㈶
日
本
船
員
福
利
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

共　
　

催　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

受
講
対
象　

雇
用
船
員
及
び
離
職
船
員

講
習
科
目
及
び
募
集
人
員　

航
海
科
25
名

機
関
科
25
名

講
習
期
間　

10
月
７
日（
金
）〜
12
月
５
日（
月
）

国
家
試
験
期
日
及
び
試
験
場
所

12
月
６
日
（
火
）午
前
９
時
〜　

宇
和
島
地

区
広
域
事
務
組
合　

船
舶
職
員
養
成
講
習
所

受

講

料　

無
料

申
込
締
切
日　

９
月
30
日（
金
）

ご
応
募
く
だ
さ
い
！

4.5
級
第
５
回
船
舶
職
員
養
成
研
修

開
催
の
お
知
ら
せ
（
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
）

（
但
し
、定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

受
講
手
続
き　

申
し
込
み
用
紙
等
は
、
要
請

が
あ
れ
ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

特　
　

典　

受
講
料
は
無
料
㈶
日
本
船
員
福

利
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
が
負
担
す
る
。

申
込
先
及
び
連
絡
先　

愛
媛
県
南
宇
和
郡
愛

南
町
船
越
４
７
１　

宇
和
島
地
区
広
域
事
務

組
合　

船
舶
職
員
養
成
講
習
所　

℡
・
℻

（
０
８
９
５
）
８
２
―

０
２
２
２

持
参
す
る
も
の　

住
民
票
の
写
し
（
本
籍
地

記
載
の
も
の
及
び
６
カ
月
以
内
に
発
行
の
も

の
）
２
通
、
船
員
手
帳
、
海
技
免
状
（
受
有

者
の
み
）
、
乗
船
履
歴
証
明
書
、
写
真
（
タ

テ
3.0
㎝
×
ヨ
コ
3.0
㎝
ス
ピ
ー
ド
写
真
は
不

可
）
航
海
科
９
枚

機
関
科
７
枚
、
印
鑑

そ
の
他　

宿
泊
施
設　

船
舶
職
員
養
成
講
習

 お知らせします！

都市計画審議会委員
　愛南町では南予レクリエーション都市計画が策定さ
れておりますが、このたび適切で有効な土地利用がで
きるよう用途地域の変更を計画しております。
　つきましては、次のとおり「愛南町都市計画審議会委
員」が決定いたしましたのでお知らせいたします。

任期：平成17年９月１日～平成19年８月31日
区　分 役　職　名 氏　　名

学識
経験者

一級建築士  河　野 晃
あきら

御荘町商工会長 永　元　鈴
すず

　男
お

農業委員会会長 太　田　憲
のり

　男
お

えひめ南農業協同組合
南宇和支所長 宮　平　長

ちょういちろう

一郎

町議会
議員

議長  澤　本 誠
まこと

副議長 齋　藤　武
たけ

　俊
とし

産業建設常任委員会長 二　宮　敬
けい

　典
すけ

産業建設常任委員副会長 宮　下　一
いち

　郎
ろう

行政職員 助役 本　多　七
なな

　雄
お

県職員
愛南土木事務所企画工事
検査専門員 十　亀　邦

くに

　昭
あき

住　民

南宇和青年会議所理事長 岡　田　正
まさ

　寿
ひさ

城辺町商工会婦人部長 宇都宮　睦
むつ

　子
こ

御荘町商工会婦人部長 清　家　ちよ子
こ

所
（
個
室
22
部
屋
）
及
び
民
宿

免
許
講
習　

従
来
本
講
習
の
後
、
当
地
及
び

高
松
海
技
専
門
学
院
で
免
許
講
習
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
実
施
機
関
は
大

型
の
免
許
講
習
登
録
機
関
と
し
て
は
今
年
度

か
ら
休
止
し
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
当
地
及

び
高
松
で
の
免
許
講
習
は
出
来
な
く
な
り
ま

し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
場
所
及
び

実
施
機
関
で
の
受
講
と
な
り
ま
す
。

　

尾
道
海
技
学
院　

12
月
８
日
〜
12
月
20
日

（
救
命
、
消
火
、
航
海
・
機
関
英
語
、
レ
ー

ダ
ー
、
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
）

　

中
国
海
技
学
院　

12
月
８
日
〜
12
月
20
日

（
救
命
、
消
火
、
航
海
・
機
関
英
語
、
レ
ー

ダ
ー
、
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
）

関
門
海
技
協
会　

12
月
８
日
〜
12
月
15

日
（
救
命
、
消
火
、
レ
ー

ダ
ー
、
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
講
習
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
実

施
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
ご
確
認
下
さ
い
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｊ
主
催
の
無
料

免
許
講
習
は
、
船
員
保
険
加

入
者
（
含
む
任
意
継
続
者
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
又
、

実
施
機
関
に
よ
り
定
員
に
限

り
が
あ
り
ま
す
こ
と
も
併
せ

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

受
講
者
が
少
な
い
場
合

は
、
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

都市計画用途地域の変更案の縦覧
　南予レクリエーション都市計画（愛南町）用途地
域の変更案の縦覧を行います。
件　名：南予レクリエーション都市計画（愛南町）

用途地域の変更
期　間：９月５日（月）～19日（月）
場　所：本庁建設課
問合せ先：本庁建設課 ℡72-1211（内線263）

お
知
ら
せ
し
ま
す
！

　

当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
お
出

か
け
の
場
合
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。
期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
は
８
月

31
日
（
水
）
か
ら
９
月
10
日（
土
）
ま
で
で

す
。
現
在
お
住
ま
い
の
地
域
の
本
庁
・
支

所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
当
日
午
後
７
時
ま
で
の
投
票
所
は
、

　

内
海
地
域
は
５
箇
所

《
内
海
第
４
〜
８
投
票
所
》（
平
碆
・
家
串
・

油
袋
・
魚
神
山
・
網
代
）

城
辺
地
域
は
２
箇
所

《
城
辺
第
４
・
10
投
票
所
》（
中
玉
・
脇
本
）

西
海
地
域
は
６
箇
所

《
西
海
第
５
〜
10
投
票
所
》（
樽
見
・
大
成

川
・
小
成
川
・
福
浦
・
麦
ヶ
浦
・
武
者
泊
・

外
泊
・
中
泊
・
内
泊
）

　

詳
し
く
は
町
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

９
月
11
日（
日
）は

衆
議
院
議
員
総
選
挙
・

最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査
の
投
票
日
で
す

明
る
い
選
挙
、

き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
を

み
ん
な
そ
ろ
っ
て

投
票
し
ま
し
ょ
う
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役場からのお知らせ

保健事業のお知らせ（９月）
☆☆☆☆☆☆☆各種健（検）診☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

基本健診・結核
肺がん・大腸がん
前立腺がん

肝炎ウイルス検査

  9月  5日 月
新浦集会所 　９：３０～１１：３０

小屋の浦集会所 １４：００～１５：３０

  9月  6日 火 久良ふるさとセンター
　９：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

  9月  7日 水
高畑集会所 　９：３０～１０：３０

赤水公民館 １３：３０～１４：３０

  9月13日 火 正木本村集会所
　９：３０～１１：００

１３：３０～１５：００

  9月14日 水 福浦公民館
　９：３０～１１：００

１３：３０～１５：００

  9月15日 木
福浦公民館 　９：３０～１１：００

麦ヶ浦集会所 １３：３０～１５：００

  9月20日 火
深泥集会所 　９：３０～１０：３０

節崎コミュニティーセンター １３：３０～１４：３０

  9月21日 水
中玉分館 １０：００～１１：００

脇本集会所 １３：３０～１４：３０

  9月22日 木 東海公民館
　９：３０～１１：３０

１３：３０～１４：３０

  9月27日 火
上大道集会所 　９：３０～１１：００

一本松保健センター １３：３０～１５：００

10月  4日 火 平山集会所
　９：３０～１０：３０

１３：３０～１４：３０

胃がん検診

  9月  1日 木
家串農協前 　７：００～　８：００

油袋漁民センター前 　８：３０～　９：３０

  9月  2日 金
網代消防倉庫前 　７：００～　８：００

魚神山消防倉庫前 　８：３０～　９：３０

  9月  8日 木 深浦公民館 　７：３０～　９：００

  9月  9日 金
城辺保健福祉センター 　７：３０～１０：００

  9月10日 土

  9月15日 木
平碆集会所前 　７：００～　８：００

末広組事務所前 　８：３０～　９：３０

  9月16日 金
内海保健センター 　７：００～　８：００

内海漁協前 　８：３０～　９：３０

  9月21日 水
福浦漁協 　７：００～　８：３０

  9月22日 木

10月  5日 水 一本松保健センター 　７：００～　９：００

乳・子宮がん検診
骨粗鬆症検診

  9月  2日 金 魚神山公民館 １３：００～１５：００

  9月14日 水
城辺保健福祉センター １２：００～１５：００

  9月15日 木

  9月26日 月 御荘文化センター １２：００～１４：３０

  9月27日 火
中浦漁村振興センター １２：００～１４：３０

  9月28日 水

  9月29日 木 御荘文化センター １２：００～１４：３０

 
第
１
号
被
保
険
者
の
み
な
さ
ま
へ
！

保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に
！

　

第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
、
加
入
手
続
き

後
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
「
国
民

年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」
等
に
よ
っ
て
、
毎

月
の
保
険
料
を
翌
月
の
末
日
ま
で
に
ご
自
分

で
納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
国
民
年
金
の
保

険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と

☆☆☆☆☆☆☆乳幼児健康診査☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 対象年齢

２歳児健診
  9月  6日 火 御荘文化センター

H15年5月1日～7月31日生
  9月16日 金 城辺保健福祉センター

５歳児健診
  9月  2日 金 城辺保健福祉センター

H12年5月1日～7月31日生
  9月13日 火 御荘文化センター

１歳６か月児健診 10月  5日 水 御荘文化センター H16年1月1日～3月31日生
＊対象：御荘文化センター（内海地域、御荘地域、西海地域）、城辺保健福祉センター（城辺地域、一本松地域）
　対象者には通知します

☆☆☆☆☆☆☆育児相談☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

みるくひろば   9月  7日 水 一本松保健センター 　９：３０～１１：３０

みなみっ子   9月12日 月 御荘夢創造館 　９：３０～１１：３０

☆☆☆☆☆☆☆そ の 他☆☆☆☆☆☆☆

月　日 曜日 場所 受付時間

両親学級「かるがも教室」   9月15日 木 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

育児学級「わんぱくクラブ」   9月21日 水 城辺保健福祉センター
１０：００～１１：３０

事前申込み

病態別栄養相談   9月12日 月 城辺保健福祉センター
１３：３０～１５：３０

事前申込み

保健事業に関する問い合せ先　保健福祉課　℡７２－１２１２

時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
今
一

度
、
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

平
成
17
年
度
の
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　

月
額
１
３
，５
８
０
円

　

納
付
書
を
使
っ
て
最
寄
り
の
金
融
機
関
、

郵
便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、社
会
保

険
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
る
方
法
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
や
、口
座

振
替
に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
得
で
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

保
険
料
を
口
座
振
替
（
当
月
引
き
落
と

し
）
に
す
る
だ
け
で
、
保
険
料
が
１
月
あ
た

り
40
円
割
引
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
は
簡
単

で
す
。
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
納
付

（
変
更)

申
出
書
」（
社
会
保
険
事
務
所
、
町

の
国
民
年
金
係
、
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
）

に
記
入
例
を
参
考
の
う
え
必
要
事
項
を
記

入
・
押
印
（
金
融
機
関
届
出
印
）
し
て
い
た

だ
き
、
希
望
さ
れ
る
振
替
開
始
月
の
前
月
中

旬
頃
ま
で
に
、
ご
利
用
さ
れ
る
金
融
機
関
ま

た
は
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

今
月
の
社
会
保
険
・
年
金
一
日
相
談

　
　

日
時　

９
月
15
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
　

場
所　

城
辺
商
工
会
館
２
階
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９・10月行事予定表

心配ごと（弁護士）相談所
　●10月11日（火）
　●御荘老人福祉センター 
　　　　　　　　社会福祉協議会　御荘支所
　　　　　　　　〈問合せ先〉７２－３５４７

役場からのお知らせ

今月の犬・猫の引取日は以下のとおりです

　７日・１４日・２１日
水曜日のAM8：30～10：00
10月の引取日は、
　５日・１２日・１９日
水曜日のAM8：30～10：00
　上記の時間内に、認め印を持って役場本
庁または各支所まで連れてきてください。
（猫は通気性の良い袋に１匹ずつ入れて、
逃げ出さないようにしてください※複数の
子猫は１つの袋で可）詳しくは、本庁環境
衛生課℡72－1211（内線503）または各支
所の地域振興課まで問い合せください。

９月の当直医
一　般　内　科

第１日曜日   4日 福浦診療所 福　浦 ☎83-0510

第２日曜日 11日 岡沢クリニック 御荘平城 ☎70-1511

第３日曜日 18日 粉川内科 城辺甲 ☎72-2111

敬 老 の 日 19日 福岡医院 一本松 ☎84-3600

秋 分 の 日 23日 西本病院 御荘平城 ☎73-2121

第４日曜日 25日 菅外科胃腸科医院 御荘平城 ☎72-2225

備考１．診療時間は午前９時より午後４時迄。
　　２．診療科目は内科系の救急患者とします。

救　急　担　当

日曜日・祝祭日 県立南宇和病院 城辺甲 ☎72-1231

日 曜 時　間 行事名 場　所

1 木
　９：３０～ 篠山小中組合議会 議場

 １３：３０～ 議員全員協議会 第三会議室

3 土
１２：００～１６：００ 緑八朔相撲大会 緑公民館前

１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

4 日

　９：００～ どろんこサッカー大会
篠山小学校体育
館横の田

  ９：３０～１８：１０
なつかしの名作映画

鑑賞会
御荘文化センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

5 月 １９：００～２２：００
夜間スローピッチ

ソフトボール大会（～8日）
城辺小学校
グラウンド

7 水
  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１３：００～１５：００ 行政相談（内海地域） DE・あ・い・２１

10 土
１３：３０～１６：００

愛南ウォッチング
（第４回）

城辺・平城
公民館内

  ９：３０～１２：００ 地震津波避難訓練（福浦） 福浦地区

11 日

　７：００～ 衆議院議員総選挙投票日 各投票所・開票所

　８：３０～ 軟式野球県下選手権
南レク３号
城辺球場

１３：００～１５：００ 行政相談（西海地域） 西海町民会館

12 月 １３：３０～ 議会運営委員会 理事者控室

14 水

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１３：００～１５：００
行政相談

（御荘・城辺・一本松地域）

御荘文化センター
城の辺学習館
山村開発センター

15 木 　９：３０～
第３回議会定例会
（初日）

議場

17 土 １４：３０～１５：３０ 絵本の読み聞かせ 御荘夢創造館

18 日

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

　８：４５～ 篠南運動会
篠山小中学校
運動場

19 月 敬老の日

21 水

  ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

第９回パールジュエリー
デザインコンテスト審査会

DE・あ・い・２１

日 曜 時　間 行事名 場　所

22 木
第９回パールジュエリー
デザインコンテスト審査会

DE・あ・い・２１

23 金

秋分の日

  ９：００～１７：００
第１回愛南町スポーツ
少年大会剣道競技

一本松交流促進
センター

24 土 １６：００～１７：００ 読み聞かせ 御荘夢創造館

25 日

１０：００～１５：００ 由良祭り ゆらり内海駐車場

１４：００～１５：００
作って遊ぼう
（幼児親子対象）

御荘夢創造館

26 月 　９：３０～
第３回議会定例会
（最終日）

議場

28 水   ９：００～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

10月

1 土
１１：００～１５：００

合併一周年記念
「愛南・NHKファミリー
フェスティバル」

城辺社会福祉会館

１４：００～１６：００ 子ども映画会 御荘夢創造館

2 日

１３：００～１５：００ 合併一周年記念式典 御荘文化センター

１５：３０～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

１８：３０～２０：００
合併一周年記念
「桂文珍独演会」

御荘文化センター

5 水
  ９：３０～１１：００ 子育てサークル「こあら」 御荘保育所

１９：００～２１：００ 第２回人権問題学習講座 御荘文化センター

8 土 カラオケ歌謡ショー DE・あ・い・２１

9 日

１１：００～１４：００ いちご祭 いちごの里

１４：００～１６：００ 幼児映画会 御荘夢創造館

１５：００～１６：３０ 読み聞かせ 御荘夢創造館

10 月 体育の日



広報 　　　　 Ｈ１７.９.１15

城
辺
下
組
唐
獅
子
保
存
会
！ 山本峰

みねお

雄さん

5

　

秋
祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い
郷
土
芸
能
の

一
つ
で
あ
る
の
唐
獅
子
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
城
辺
地
域
の
下
組
唐
獅
子
保
存

会
代
表
の
山
本
峰み

ね

雄お

さ
ん
と
福
田
智

さ
と
し

さ
ん

に
お
話
を
伺
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
獅
子
は
、
昭
和
24
年
に
高
知

県
大
月
町
竜た

つ

ヶが

迫さ
こ

の
若
者
数
名
が
、

城
辺
に
一
ヵ
月
程
滞
在
し
て
指
導
し

て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
地
元
で

は
今
か
ら
57
年
前
に
保
存
会
を
設
立

し
、
現
在
で
は
祭
り
や
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
に
伝
わ
る
唐
獅
子
の
ほ
と

ん
ど
が
、
こ
の
下
組
唐
獅
子
と
は
違

い
ま
す
。
天
狗
と
獅
子
の
か
ら
み
の

踊
り
で
、
大
太
鼓
（
少
年
）
と
獅
子
と

の
競
演
で
、
勇
壮
で
乱
舞
す

る
踊
り
は
ま
さ
に
祭
り
の
華

と
い
え
ま
す
。
蝶
が
獅
子
と

戯
れ
て
い
る
様
子
を
表
現
し

た
踊
り
で
、
一
部
か
ら
三
部

に
渡
っ
て
延
々
と
30
分
以
上

も
続
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

練
習
も
二
ヵ
月
間
、
毎
日
２

時
間
を
要
す
る
そ
う
で
す
。

　

福
田
さ
ん
は
「
高
知
国
体

が
あ
っ
た
平
成
14
年
に
、

竜た
つ

ヶが

迫さ
こ

に
凱
旋
訪
問
し
た

が
、
も
う
踊
り
が
途
絶
え
て

い
た
。
踊
り
手
や
指
導
者
の

確
保
な
ど
大
変
な
こ
と
も
あ

る
が
、
今
ま
で
続
い
た
伝
統

行
事
を
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
指
導
者
に

よ
る
教
え
方
の
違
い
を
少
な

国

民

健

康

保

険

税

月末
（4期分/10期）

介

護

保

険

料

保

育

所

保

育

料

毎月月末

下

水

道

使

用

料

※
西
海
地
域
の
定
期
納
入
日
は
、
26
日（
月
）

　

で
す
。

口
座
振
替
の
お
知
ら
せ

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益

費
、
駐
車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当

月
分
を
月
末
に
振
替
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
、

翌
日
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料

の
振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日

は
翌
月
の
10
日
で
す
。

❸
既
に
旧
町
村
で
口
座
振
替
依
頼
書
を

提
出
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
提
出

す
る
こ
と
な
く
、
愛
南
町
と
し
て
処

理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
税
は
納
期
ま
で
に
確
実
に
納

入
し
ま
し
ょ
う
！

税
に
関
す
る
ご
質
問
は

　

本
庁
税
務
課
ま
で
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。
 

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

９
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

役場からのお知らせ

く
し
、
踊
り
を
変
え
な
い
こ
と
を
大
切
に

守
っ
て
い
き
た
い
」
ま
た
、
「
愛
南
町
は

統
一
祭
な
の
で
、
他
地
域
の
祭
り
を
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
祭
り
大
会
な
ど

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
の

に
？
」
と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
優
れ
た
生
活
文
化
を
Ｐ

Ｒ
し
た
り
、
魅
力
あ
る
人
を
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文 

宮
本
正
行
広
報
編
集
委
員
）

取材中の宮本さん、右は福田さん
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愛南町各地域の
催しなど皆さんからのお便り

おまちしています。
〔広報広聴室〕

72－1211

7/14

　山本甚
じん

一
いち

さん(古月)は、十数年前から、

自分がじっとしていることがイヤなので、裏

山で竹を切って、丹精込めて竹ぼうきを作

り、旧城辺町・御荘町の両役場時代から、

施設の環境整備に役立てて欲しいと、毎年

持参していただいておりました。

　合併後も、引き続き役場本庁並びに御荘

支所に、5本ずついただきました。山本さん

からは、毎回励ましの手紙もつけていただ

く一方、職員にも山本さんの竹ぼうきは、

柄が長く使い勝手がいいと好評で、日々有

効に使用させていただいております。

西海ぎおんまつり

7/31         川遊びは楽しいなあ！
　ありんこ

くらぶ(会長

宮崎和
かず

友
とも

さ

ん)は、障害

がある子供

と親、それを

取り巻く多

くの仲間に

より、清流

篠川での日

帰りキャンプを楽しみました。また、松ぼっくり(会長

森岡眞
ま

由
ゆ

美
み

さん)や健脚クラブ(会長山本早
はや

夫
お

さん)、

御荘B&G海洋センター海洋クラブ(代表末廣秀
ひで

司
し

さ

ん)の協力で、カヌー体験やすいか割り、バーベキュー

など、心もお腹も満腹の一日となりました。同クラブ

は、発達の遅れや障害のある子どもを持つ親たちが

中心になり、「障害があっても、共に生きることがで

きる町」をめざし、様々な活動を展開しています。そ

して、その活動に共感する仲間が増え、誰もが安心し

て共に過ごせる愛南町づくりに向け、感動の輪が広

がっていくことを願っています。

8/7

夏休みの思い出づくり
　御荘夢創造館で、100名が参加して七夕祭り会を

行いました。南宇和高校ボランティア部も加わり、

なぞなぞやゲーム、笹飾りを作って楽しみました。

違う小学校の友達も増えて、みんな夏休みの楽し

い思い出になったようです。

　西海町民会館前広場で船越地区（区長 吉田鋭
えい

三
ぞ う

さん）主催

による、保育園児や小学生による子ども相撲大会、すいか割り

や金魚すくいなどのゲーム、その他、太鼓集団「乱」の勇壮な

和太鼓演奏がありました。また、商工会女性部、青年部、あお

ぎりグループ、船越スポーツ少年団等による焼きそばや鯛めし

などのバザーもあり、多くの地区住民で賑わいました。

善意の「竹ぼうき」有難うご
ざいます。 7/15
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8/14

久良地区の能山踊り
　久良地区、伝統行事である「能

のう

山
ざん

踊り」(町無形民族

文化財に指定)は、念仏踊りの一つで、真浦の古
こ

木
ぼく

庵
あん

にまつられている能山公の霊を慰めるための踊りで、

保存会「能山会」（会長 吉水俊
とし

夫
お

さん）により、古木

庵と久良漁協前の二ヵ所で奉納されました。この踊り

は、扇を持った10人の男性が、緩やかな動作で踊りま

した。四百年以上も続くといわれる踊りを皆さんも一

度、見てみませんか。

心地よい音色で、
元気をプレゼント!

8/4

　一本松病院で、「コーラス 

ラ・ラ・ラ」、「Beauty5」による

ミニコンサートが行われまし

た。この行事は、いつもは病

気と向き合う場であるリハビ

リ室で、素晴らしい音楽に触れ、心と体の健康を取り戻して

もらいたいという願いから七夕会として開催されています。

タイマツ手に、虫送り! 8/7
　小学生や地区役員など
約60名が参加して、広見地
区主催による「虫送り」が
行われ、参加者は竹筒に火
をかざして集落の田んぼ
を歩きました。この行事は
“害虫から稲を守る”とい
う伝統行事で、幻想的な灯
りが集落を包み込んでい
ました。

8/15

「エイ、ヤー」と、勇ましく
太刀を振るう!

　増田地区安
あん

養
よう

寺
じ

で、県無形民族文化財

に指定されている「花取り踊り」が行われ、

四百年以上の歴史を持つ、古式ゆかしい舞い

が奉納されました。この踊りは、同寺に祭ら

れている「高山尊神への奉納」と、イノシシ退

治で犠牲となった「ちよぼし弥三郎兄弟への

供養」「地区の安全祈願」を行うものです。

夏の夜空に、サックス響く!
8/13

　大森山キャンプ場

で、19回目となるJazz 

in 南レク2005が開催さ

れ、心地よいサックスやピ

アノの響きを250人が堪能しました。今年は、南

宇和高校吹奏楽部のリズミカルな演奏もあり、

例年とは違った楽しみ方ができたのでは。ジャズ

セッションでは「坂田明・mii」、岡田勉さんが結

成した「南レクスーパーバンド」など、プロの音楽

家による楽器の音色に、会場も手拍子を打ち一

体となり、盛り上がっていました。

大イチョウ（町天然記念物に指定）の前で
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エン
ジョ
イ！
スポ
ーツ

未来のJリーガーをめざして！

7/23・24

　南レク城辺多目的グラウンドを主会場にして、「第1回愛南
サッカーフェスティバル」が開催され、遠くは、熊本県や大分
県、香川県、県内は松山市をはじめ小学校4年生以下の部に12
チーム、6年生以下の部に16チーム、中学生の部に12チームの
参加があり、炎天下の中、気迫あふれる選手たちのプレーに、
保護者の熱い視線と声援が送られていました。
試合の結果は、次のとおりです。

小学校4・6年生
以下の部開催

7/30・31
中学生の部開催

【優勝チームのみ掲載。】

小学校4年生以下の部

喜多サッカースポーツ少年団（大洲市）

小学校6年生以下の部

小川ジュニアフットボールクラブ（熊本県）

中学生の部

カティオーラFC（大分県）

7/24 優勝しました
　西予市野村町乙亥会館で行われた

「第9回瀬戸内少年相撲野村大会」

(39チーム、139名参加)に南宇和相撲

クラブとして参加し、個人戦の部に

おいて、4年生の部で岩村孔
こう

成
せい

くん

(一本松小)、5年生の部で津々木一
かず

輝
き

くん(緑小)が、それぞれ見事優勝を飾

りました。

730

ボールを打って、元気よく！
　炎天下の中、南レク5号御荘公園多
目的広場で、「第15回南レクグラウ
ンドゴルフ愛媛大会」が開催され、
県内各地から323名が参加し、団体戦
(5名編成)や個人戦に熱戦が繰り広げ
られ、笑顔あふれる交流が図られま
した。

　一本松交流促進セ

ンターで、小学生 45、

中学生 32 チーム、計

500 人が参加して、「第

22 回四国西南地区少

年剣道大会」が行われました。結果は、個人戦小学生女子の

部で一本松剣道会の本田麻
ま

衣
い

さん、中学生男子で篠山中学校

の山口勇
ゆう

気
き

くん、団体戦の部、小学生女子で一本松剣道会、

中学生女子で城辺中学校がそれぞれ優勝を飾りました。

気合を込めて、
一本～！

8/7
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み
ん
な
あ
、
い
い
顔
し
て
ね
！
町
内
の
保
育
所
の
様
子
や
保
育
に
関
わ
る

お
知
ら
せ
事
項
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　－正木保育所園児－

　－満倉保育所園児－

　－一本松保育所夏祭り－

　－一本松保育所園児－

　

保
育
所
の
給
食
は
、
子
供
た
ち
が
心
身
と
も
に

す
こ
や
か
に
育
つ
よ
う
に
、
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
・
安
全
で
・
喜
ば
れ
・
お
い
し
く
・
楽
し
い
」

給
食
と
な
る
よ
う

に
献
立
を
作
成
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
一
本

松
保
育
所
の
園
児

は
も
ち
ろ
ん
、
職

員
に
も
人
気
の
献

立
を
紹
介
し
ま
す
。

　

※
野
菜
は
、
す

べ
て
み
じ
ん
切
り

に
し
ま
す
の
で
決

ま
っ
た
材
料
は
あ

り
ま
せ
ん
。
家
庭

で
工
夫
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

ドライカレー（４人分）

豚ミンチ ２００ｇ ①干しぶどうはぬるま湯でひた
してやわらかくしておく。
②人参・玉ねぎ・ピーマン・セ
ロリ・大豆水煮・柔らかく
なった干ぶどうをクッキング
カッターでみじん切りにす
る。　　 
③りんご・にんにくはすりおろす。
④豚ミンチを炒め、肉に火が
通ったら、みじん切りにした
野菜、③を加えて、よく炒
め、トマトホール（缶）、チキ
ンコンソメも加えて炒め煮す
る。
⑤調味料を加えて、焦げないよ
うに混ぜながら少し水分をと
ばして出来上がり。
※果物（パイナップル等）を多目
に加えると甘口になります。

人参 ４０ｇ（５㎝）

玉ねぎ １２０ｇ（½個）

ピーマン ４０ｇ（大１個）

セロリ ５０ｇ

大豆水煮 ４０ｇ

干しぶどう ３５ｇ

トマトホール（缶） ６０ｇ

りんご ¼個

にんにく １かけ

カレールー １個半

カレー粉 好みで

ウスターソース 小さじ１

サラダ油 大さじ１

チキンコンソメ 小さじ１
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SCHOOL NOW
● ● ● ●学 校 ナ ウ

このコーナーは、各小・中学校および高
校などのスポーツや文化活動等、子供た
ちの活発な様子をご紹介いたします。

　

正
木
公
民
館
主
催
に
よ
る
「
戦

争
と
平
和
の
体
験
講
座
」
が
行

わ
れ
、
篠
山
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
地

区
の
国
松
栄
さ
か
え

さ
ん
、
田
中
ハ
ル

ミ
さ
ん
、
谷
口
和か
ず

昭あ
き

さ
ん
の
三

人
が
、
戦
争
当
時
の
生
活
の
様

子
や
空
襲
の
恐
ろ
し
さ
な
ど
を

語
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
戦

艦
大
和
や
広
島
の
原
爆
投
下
に

よ
る
き
の
こ
雲
、
学
校
へ
は
わ

ら
じ
を
は
い
て
通
っ
た
な
ど
の

話
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和

の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
の
で

き
る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

平
和
の
大
切
さ
を
学
ぶ

7/24

　

中
浦
小
・
中
学
校
で
、
児
童
生
徒
や
地
区

住
民
、
計
120
名
が
参
加
し
て
、
夏
井
い
つ
き

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
日
本
語
の
言
葉
の
美

し
さ
、
ま
た
、
俳
句
を
作
る
、
語
り
合
う
楽

し
さ
を
体
験
す
る
句
会
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に
俳
句

を
通
じ
、
豊
か
な
感
性
や
表
現
方
法
を
培
う

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の

中
で
、
夏
井
さ
ん
は
、
俳
句
を
使
っ
て
の
団

体
戦
や
個
人
戦
、
最
後
に
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

決
め
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
感
覚
で
、
先
生
と
生

徒
と
い
う
関
係
で
は
な
く
、
お
互
い
に
仲
間

と
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
と
、
笑
顔
い
っ

ぱ
い
の
楽
し
い
句
会
と
な
り
ま
し
た
。

俳
句
の
楽
し
さ
、
体
験
し
た
よ

7/15

8/3

　

県
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
、
「
第

21
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
最
終

選
考
会
」
が
行
わ
れ
、
走
高
跳
の
部
で
、
清
藤

郁ふ
み

哉や

く
ん
（
深
浦
小
6
年
）
が
1
m
20
c
m
で

優
勝
、
女
子
6
年
1
0
0
m
で
、
近
平
奈な

緒お

子こ

さ
ん
（
平
城
小
）
が
準
優
勝
、
そ
れ
ぞ
れ
、

「
第
21
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
」

（
8
/
26
〜
28
、
東
京
都
の
国
立
競
技
場
）
に

出
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
4
×
1
0
0
m

で
、
坂
田
涼

り
ょ
う

子こ

さ
ん
（
平
城
小
6
年
）
、
濱
田

利り

恵え

さ
ん
（
中
浦
小
6
年
）
、
吉
田
ら
ん
さ
ん

（
平
城
小
6
年
）
、
近
平
奈
緒
子
さ
ん
が
準
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。

夢
の
舞
台
、
国
立
競
技
場
へ

左から坂田京子さん、濱田利恵さん、吉田らんさ
ん、近平奈緒子さん

清藤郁哉くん

　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
吹
奏
楽
を
通
じ
て
の
交
流
を
と
、
南
宇
和
高
校
・
宇
和

島
東
高
校
の
吹
奏
学
部
が
、
高
校
生
ら
し
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
演
奏
会
を
開
催
し
、

訪
れ
た
500
名
ほ
ど
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

南
宇
和
&
宇
和
島
東
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

8/11

南宇和高校吹奏楽部

合同演奏
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一本松公民館

家串公民館

東海公民館

みんなで遊ぶ夏休み！
家串公民館放課後
クラブただ今実施中！

　今年も、長い夏休みが

やってきました。

家串公民館では放課後クラ

ブという事業を行い、夏休

み中の子どもたちの遊び場

作りをお手伝いしていま

す。公民館では保育園児か

ら中学生までの子どもたち

が一緒になって、卓球や

カード、ゲーム、読書等を楽しんでいます。集団で遊ぶ機会

が少ないといわれる今日このごろです。遊び場を提供する中

で、社会性や思いやりの気持ちが育つためのお手伝いができ

たらと考えています。

　一本松山村開発セン
ターで、織田若

わか

一
いち

さん、那
須ふさのさんを講師に招き、小学生や高齢
者、約20名が参加して「きなはいや教室」
～シーボーンアート～を開催しました。
教室では、マリンガラス片を使ったキャン
ドルポット、ヒオウギ貝の貝殻などを砕い
た砂を使った砂絵の二種類を選び、オリジ
ナル作品づくりに熱中していました。

7/23

7/20

　「住吉まつりカラオケ大会」が開催され、25組
の出演者が自慢の歌声を披露し、来場した観客か
ら拍手喝采があり賑やかな大会となりました。

自慢の歌声を披露！

きれいな色でしょ、
私たちの作品！

城辺公民館7/11～14

　城辺小学校屋内運
動場において、男女
混合28チームの参加
により、城辺地区レ
クバレーボール大会
が開催されました。
 結果は以下のとお
り。
優 勝

伊勢町B
準優勝

スカイ
第三位

中ノ谷・松本A

第18回城辺地区レクバレーボール大会

スカイ

伊勢町 B
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生 活 得 々 情 報くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

愛
南
文
芸

　

文
珍
師
匠
三
席
・
お
弟
子
さ
ん
二
席
の
豪

華
版
！

日　

時　

10
月
２
日（
日
）

18
時
30
分
開
演
（
18
時
開
場
）

場　

所　

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

（
℡
７
３
―

１
１
１
１
）

チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
方
法

９
月
５
日
か
ら
、
本
庁
企
画
財
政
課
政
策

推
進
室
及
び
各
支
所
の
庶
務
課
で
希
望
者
に

一
人
一
枚
で
先
着
順
に
チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し

ま
す
。
（
但
し
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
チ
ケ
ッ
ト
が
な
く
な
り
し
だ
い
配
布
を

終
了
し
ま
す
。
）
な
お
、
お
子
様
（
未
就
学

児
）
の
ご
入
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

問
合
せ　

本
庁
企
画
財
政
課
政
策
推
進
室

℡
７
２
―

１
２
１
１
（
内
線
３
２
１
）

　

満
席
の
際
は
、
立
見
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

御
荘
俳
句
会

名
水
を
硯
す
ず
り

の
海
へ
星
祭　

菊
地　

静し

ず

こ子

鉢は
ち
う
え植
に
水
た
っ
ぷ
り
と
原げ
ん
ば
く
き

爆
忌　
　

加
洲　

勢せ

つ

こ

津
子

ゆ
っ
く
り
と
白は

く
う
ん雲
移
る
水み

ず

た田
べ
り　

尾
崎　

松ま

つ

え恵

信
号
は
ま
だ
赤
の
ま
ま
蝶

ち
ょ
う

よ
ぎ
る　

河
野　

千ち

ず寿

短み
じ
か
よ夜
の
読
み
さ
し
の
ま
ま
文
庫
本　

山
本　

金か

ね

こ子

新
緑
の
切
れ
め
は
海
の
紺こ

ん

が
つ
ぎ　

島
津　

三さ
ん

甫ぽ

部
落
総
出
の
く
さ
か
り
お
わ
り
た
る
道
路
幅
ひ
ろ
く
見
え
て
河
風
涼
し

斉
藤
ト
ミ
子

医
学
終
へ
間
な
く
出
征
の
義
弟
は
親
の
脈
さ
へ
診
る
こ
と
な
か
り
き　

佐
藤　

久ひ

さ

こ子

糸
紡
ぎ
母
の
織
り
ま
し
し
色
褪
せ
し
羽
織
解
き
つ
つ
母
の
恋
し
き　
　

高
橋
千ち

よ

こ

代
子

境
内
の
柏
の
大
樹
は
芽
吹
き
ゐ
て
雨
降
る
ひ
と
日
鳩
籠
り
鳴
く　
　
　

市
川
コ
マ
ヱ

庭
木
立
の
蟬
は
爺
っ
と
云
い
捨
て
て
吾
に
小
水
を
か
け
て
飛
び
去
る　

山
本　

徳と

く

む務

墓
原
に
一
つ
と
も
り
し
電
燈
の
下
流
れ
ゆ
く
夕
も
や
ひ
く
く　

西
崎　

教の

り

お雄

愛
南
町
誕
生
一
周
年
記
念
！

桂
文
珍
独
演
会

開
催
日
時　

10
月
30
日（
日
）
午
前
11
時
〜

開
催
場
所　

南
レ
ク
３
号
城
辺
野
球
場

主　

催　

ホ
ッ
と
南
レ
ク
活
性
化
全
体
協
議
会

入
場
料　

１
，０
０
０
円
（
当
日
券
１
，２
０
０
円
）

※
中
学
生
以
下
無
料

出
演
予
定

太　

鼓　

太
鼓
、
太
鼓
士
澤
田
剛た
か
と
し年
＆
Ｔ
Ｏ

Ｍ
Ｏ
、
沖
縄
エ
イ
サ
ー
（
愛
媛
女

子
短
期
大
学
）
、
津
島
太
鼓
集
団

『
雅

み
や
び

』、
城
辺
若
獅
子
太
鼓

祭
練
り　

丸
穂お

牛
鬼
保
存
会
、
津
島
牛
鬼
会
、

お
知
ら
せ
！

南
レ
ク
夢
空
間
和
太
鼓
の
響
き

宇
和
島
伊
吹
西
青
年
会（
四
ツ
太
鼓
）

露　

店　

特
産
品
・
軽
食
・
飲
み
物
ほ
か

※
昨
年
好
評
に
つ
き
今
年
も
開
催
!!

詳
し
く
は
本
庁
商
工
観
光
課
へ
!!

日　

時　

10
月
１
日
（
土
）
18
時
〜
20
時
30

分（
受
付
開
始
17
時
30
分
〜
）

募
集
の
お
知
ら
せ
！

第
３
回
「
南
風
パ
ー
テ
ィ
ー
」募
集

檳び
ん
ろ
う
じ

榔
子

大お
お
が
は
す

賀
蓮
紅
恥
じ
ら
へ
て
解
き
初
め
り

三
好
ミ
キ
ヱ

萍う
き
く
さの
離
合
し
づ
か
に
水
の
面お
も　

　
　

鈴
木
あ
き
子

蓮
の
露
風
と
戯
れ
大
賀
蓮　

浜
野　

康や

す

こ子

古
代
蓮
合
掌
ほ
ど
き
初
め
に
け
り　

小
島　

泰や

す

こ子

啞
蟬
や
体
当
り
し
て
土
間
の
風　
　

吉
本　

キ
ヨ

朝あ
さ
ほ
う
え

法
会
読
経
の
中
に
蝉
時
雨　
　
　

山
口　
　

菫
す
み
れ

雲
の
峰
二
歳
児
す
く
す
く
育
ち
け
り

工
藤
ミ
ヱ
子

鷺
草
の
揺
れ
の
微
か
に
風
の
道　
　

大
西　

邦く
に
ひ
こ彦

林
泉
や
雨
意
を
払
ひ
て
蝉
し
ぐ
れ　

吉
田
モ
ミ
ヱ

　

盆
の
路
一
年
越
し
の
草
を
薙な

ぐ　
　

三
好　

一か
ず
ま
さ昌

　

世
を
す
ね
し
如
く
向ひ

ま

わ

り

日
葵
日
に
背
き

宇
都
宮
詩
を
え

　

白
雨
い
ま
野
を
一
枚
に
し
て
駆
く
る

山
岡　

桑そ

う

し史

場　

所　

サ
ン
パ
ー
ル
３
階

対
象
者　

男
性
…
町
在
住
の
25
歳
以
上
で
結

婚
を
求
め
て
い
る
方

女
性
…
20
歳
以
上
で
結
婚
を
求
め

て
い
る
方

募
集
人
数　

男
女
各
10
名
程
度

参
加
費
用　

男
性
４
，０
０
０
円

女
性
２
，０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
合
せ

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
性
別
⑤
電
話
番
号

（
携
帯
電
話
）
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、

℻
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
下
記
ま
で
。

〒
７
９
８
―

８
６
０
１　

宇
和
島
市
曙
町
１
番
地

宇
和
島
地
区
広
域
事
務
組
合

結
婚
相
談
所

南
風
パ
ー
テ
ィ
ー
係　
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生 活 得 々 情 報 くらしの情報満載！
これは知っておとく便利！

地区名 子の名 保護者

地区名 亡くなった方 享年

お誕生おめでとう

ご冥福をお祈りします

※上記情報は、広報紙掲載に対して、
ご家族等に同意をいただいております。

（７月受付分）

（７月受付分）

まちの人口  愛　南　町 平成17年8月1日現在

人　口　9,367人
　男　　4,438人
　女　　4,929人
世帯数　3,713戸

人　口　28,212人 　    男 13,213人      　 女 14,999人       世帯数　11,206戸

人　口　4,234人
　男　　1,967人
　女　　2,267人
世帯数　1,470戸

人　口　3,053人
　男　　1,431人
　女　　1,622人
世帯数　1,296戸

人　口　9,279人
　男　　4,343人
　女　　4,936人
世帯数　3,908戸

人　口　2,279人
　男　　1,034人
　女　　1,245人
世帯数　  819戸

西　海御　荘 城　辺 一本松 内　海

 県立南宇和病院の「さわやか」医療情報
県立南宇和病院　眼科 西脇　幹

みきお

雄先生

白内障の症状、治療について
　今回は眼科での代表的な病気である白内障につい
てお話します。白内障は老化現象のひとつで、50
才代で50%、70才代で80%、80才以上になるとほぼ
100%の人に水晶体に濁りが出て白内障になります。
　白内障の症状には、目がかすむ、二重に見える、
明るい場所に出るとまぶしく見えにくい、眼鏡を何
度調整しても合わない、黄白色のフィルターがかかったように見え
る、運転免許更新に落ちる等があります。
　白内障の治療には初期のものでは目薬を使用しますが、症状の進行
を遅らせる作用しか期待できません。日常生活に不自由がでれば手術
が必要です。手術では濁った水晶体を取り出して、代わりに人工の眼
内レンズを入れます。手術は局所麻酔をかけて、10～20分で終わりま
す。痛みはなく、体にも負担はありません。
　当科では医師2人が、白内障手術を専門としており、南予ではトッ
プクラスの手術数、実績です。常に安全で確実な手術を心がけていま
す。手術は片目3泊4日、両目7泊8日の短期入院で行っています。ま
た、白内障手術以外にも逆まつげや眼瞼下垂などのまぶたの手術、緑
内障手術なども行っております。
　目のことで心配なことがありましたら、どんなことでも是非気軽に
相談して頂ければと思います。

高
齢
者
が
悪
質
な
訪
問
販
売
業
者
に
よ

り
、
高
額
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
契
約
を
さ

せ
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
契
約
を
す
る
際
に

は
、
そ
の
内
容
に
す
べ
て
目
を
通
し
た
か
、

ま
た
、
業
者
の
説
明
は
信
用
で
き
る
か
（
不

安
を
煽
っ
た
り
、
過
度
に
商
品
の
良
さ
を
強

調
す
る
説
明
に
は
注
意
）
な
ど
、
他
の
信
頼

お
知
ら
せ
！

契
約
は
慎
重
に
!!

で
き
る
業
者
と
比
較
し
た
り
、
一
人
で
決
め

ず
、
家
族
な
ど
身
近
な
人
に
相
談
し
た
り
し

ま
し
ょ
う
。

●
う
っ
か
り
契
約
し
て
し
ま
っ
た
ら

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
が
で
き
た
り
、
業
者
に
よ
る
嘘
の
説
明
な

ど
が
あ
れ
ば
、
契
約
の
取
消
し
を
主
張
で
き

た
り
し
ま
す
が
、
一
度
結
ん
だ
契
約
は
、
簡

単
に
は
取
り
消
せ
な
い
こ
と
を
、
十
分
に
理

解
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

○
本
庁
総
務
課
（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）

ま
た
は
宇
和
島
地
方
局
く
ら
し
の
窓
口

（
℡
０
８
９
５
―

２
５
―

３
７
０
０
）

へ
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

℡
０
８
９
５
―

２
２
―

８
６
６
４

℻
０
８
９
５
―

２
４
―

３
９
４
３

Ｅ
メ
ー
ル nanpu@

city.uw
ajim
a.ehim

e.jp

申
込
締
切　

９
月
12
日（
月
）
必
着

※
頂
い
た
個
人
情
報
は
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
及

び
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
情
報
の
通
知
手
段
と

し
て
使
用
す
る
以
外
は
、
本
人
の
承
諾
が
な

い
限
り
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

９
月
21
日
〜
30
日

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。



愛南町の持つ魅力をご紹介していきたいと思います。
皆様からの掲載依頼など、気軽に情報をお寄せください。

編集・発行　愛南町役場広報広聴室

〒798-4196 愛媛県南宇和郡愛南町城辺甲2420番地　TEL（0895）72-1211　FAX（0895）72-1214
HP http://www.town.ainan.ehime.jp/
印　　　刷　明星印刷工業株式会社

編　集　後　記

　町勢要覧作成のため、「海の愛なんブランド」として七

色に輝く緋
ひ

扇
おうぎ

貝
かい

の撮影にご協力をいただいた戎
えびす

崎
ざき

南
な

海
み

夫
お

さ

んです。やさしそうな笑顔がとても印象的でした。今

後とも、「愛」をキーワードにまちづくりを進める愛南町

の海の幸・山の幸等の愛なんブランドを積極的にPRしてい

きたいと思います。

　最近は、西日本各地では水不足、東日本では雷雨と、異常気象による生活への影響が深刻に
なってきています。愛南町でも、今年の夏は猛暑というよりも酷暑といえる暑い日が続きまし
た。気象庁の観測データによると、7月11日から8月18日までの降水量が、7月で3mm、8月が
3mmで39日間も、まとまった雨が降っていません。この原稿が、皆様に届く頃には恵みの雨が
降ることを祈ってます。また、8月10日には、過去最高気温の37.4°C (昭和53年以降で最高気
温)を記録しました。この記録を見て、道理で暑かったはずだと納得しました。皆さんはどう
感じ、どう過ごされましたか。
今からは、お盆を過ぎて秋の気配を感じる涼しい風を感じる日が多くなります。私は、遅い夏
の思い出づくりをして、心身ともにリフレッシュをしたいと考えていますが、果たして実現で
きるかどうか、微妙な今日この頃です・・・。　　


